
　
　

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

田た

野の

順じ
ゅ
ん

也や

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
過
程
在
学
生
）

谷た
に

口ぐ
ち

孝こ
う

介す
け

（
筑
波
大
学
講
師
）

生な
ま

井い

真ま

理り

子こ

（
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
）

濱は
ま

田だ

真ま

由ゆ

美み

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
過
程
在
学
生
）

熊く
ま

谷が
い

昭あ
き

宏ひ
ろ

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
過
程
在
学
生
）

杉す
ぎ

岡お
か

歩あ
ゆ

美み

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
過
程
在
学
生
）

木き

谷た
に

真ま

紀き

子こ

（
本
学
嘱
託
講
師
）

藤ふ
じ

井い

俊と
し

博ひ
ろ

（
本
学
教
授
）

西に
し

尾お

勝か
つ

彦ひ
こ

（
近
畿
大
学
附
属
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭
）

翻ほ
ん

刻こ
く

の
会か
い

（
本
学
学
部
在
学
生
と
本
学
教
授
山
田
和
人
）

森も
り

澤さ
わ

夕ゆ
う

子こ

（
仏
教
大
学
大
学
院
修
士
課
程
在
学
生
）

　
　
　
　

編
集
後
記

　

第
六
〇
号
で
は
、
論
文
九
編
、
資
料
紹
介
二
編
が
集
ま
っ
た
。
今
号
は
若
手

の
投
稿
が
多
く
、
今
後
の
研
究
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。

　

さ
て
、
来
年
度
は
国
文
学
専
攻
創
立
五
十
周
年
・
国
文
学
会
設
立
四
十
周
年

の
記
念
の
年
に
当
た
る
。
次
号
の
第
六
一
号
は
投
稿
規
定
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

記
念
号
に
当
た
る
た
め
に
締
め
切
り
を
早
め
て
い
る
。
ま
た
第
六
二
号
は
加
美

宏
教
授
退
職
記
念
号
と
な
る
。
本
誌
で
は
、
編
集
委
員
を
中
心
と
し
て
、
投
稿

論
文
に
対
し
て
査
読
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
採
用
も
あ

り
得
る
が
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
奮
っ
て
ご
投
稿
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。



同 

志 

社 

国 

文 

学　
　

第
六
十
号

二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日　

印
刷

二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日　

発
行

編　

集　

真　

銅　

正　

宏

　
　
　
　

藤　

井　

俊　

博

発　

行　

同
志
社
大
学
国
文
学
会

（
代
表
）　

加　

美　
　
　

宏

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

振
替　

〇
一
〇
九
〇―

二―

二
七
三
七

印
刷
所　

共
同
印
刷
工
業
株
式
会
社

京
都
市
右
京
区
西
院
久
田
町


